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明治初年の横浜公園植栽案について

自 1路洋三郎

A Study on the Planting Plans of Y okohama“IコublicGarden" 

in the Early Years of Meiji Era 

Yozaburo SHIRAHA1、A

袈旨

横浜公臨造成集として， 1掲治 5年， 6年，7却の各年l乙神奈川県の手で作成合れた「蹴j百鵠諜jが

現存する。 ζのうち，明治 5年 6年のニつには，静細な植栽3誌が付されている。 ζれに従って

公閣の植殺が行なわれはしなかったが，公閤造成lζ対する明治初年当時の関係者の盗勢をうかが

うことができる賞湿な資料であると怒うことができる。

どのような知識舎もった人びとが，当時乙の植栽探作成にかかわったのか。その人びとのいだ

どのようなものか。それらぞ考察するため，この楠裁第ぞ，関Ff:l，轍物数，植物

名などから検討した。

その結果，機栽諜は神奈川県名で作成されているが， 51~1怒の縞物の選訳には鴎芸・ 1積水菜にた

ずさわる者がかかわった ζ とが推察できる。また， .段初日本側当事者の強くいだいた公闘イメー

ジは，花木と1111ちが蛾かに;鍛えられた花機と芝生で構成される路であったとj忍われる。

そ乙にみられるのは，欧米l乙生まれた公闘が，独自の築胞街と高度な閣議を有する風土に移し

うえられたようとしたn寺の，最初Jの公際!盟解であろう。

資料として，三つの「費用調機J および純絹案全文を掲げ，特に植物fおには，現荘の植物"31~; ，

学名寄与を判明するかぎり諮き添え，注ぞ付した。

1.はじめに

横浜公開が造成されるまでのいきさつについては，すでに考察した。(京大演習林報告，鍔53

1982) 。その探，主としてとりあげたのは，すみやかな造成~袈求する外悶人述と， 2史上が

りに，しかも造成を少しでも先きに鷲ばそうとする沼本側役人との交渉経緯であり，またそ ζ に

された彼我の公隠閣僻の滞設であった。本稿は，そこでは詳述しえなかったi暗殺Z誌をとりあげ

て，さ当時ζの植栽案作成にかかわった人びとが公悶ぞどのようなものとしてイメージしていたの

かを考えてみたい。

仰11奈川娘史 資料編15J1 (昭和48{手)には， 外務省所i践の械誤公関i矧係文殺のほとんどがl反

されており，こ ζでとりあげる植栽挺も載せられている。ただ，わずかながら誤記，誤J艇がみ

られること，植物名に解説がなく，公悶造成のイメーツをつかむ資料として扱いにくい ζ と，さ

らに尚じ文脅がlほめられている「太政顕典jと比較参照がないことを考えあわせ，ïI王者高ïâ? ~fする

議i沫もあると*u隊rrした。
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2.1議決公倒造成費「質問 の所

横浜公悶造成費を掲げた神奈川県名による「政府錦評Jは，間関外閑人を代表する各閣領事館

神奈川J札外務省，大i誠者，太政協の聞の交渉.)混迷など務述絡文襟Iごいにみられる。それは現

在，次のニケ所に保容されている。

1.外務省外交資料館 ( {令名)第二制 3門12類 1現行)i横限公闘巡営並保裕一件J
2. 悶立公文芸?館「太政類典第ニ締官十11:巻J (第三三期地万二:十一土地処分)所収

「横浜公翻ヲ経営スJ
以上ニケ所の一件議J鎖中に，次のござ.閣の文捷:が含まれている。(ただし太政類Wfζは(1)(2)のみ)

(1) 主申(明治五年)六月付「公闘地樹木書i1E.槌付周囲外機御入用凡樹綿脅J神奈川県作成

(2) 明治六年七月位「公!麗地樹木]判記者lli1，JJ諮問外構術l入m読書設，公i選i地樹木litqb1筏村銘勢調

神奈川県作成

(3) 明治七年三月七'"i公樹巡蛍入問FL調設新制ノ分j 神奈川県作成

なお，外務省所j議文識には，このほかに明治七年十一月二十九日性，外務大少議より í~1鶏公

艇館エルネストサトウ貴下」宛文様iゃに「加紙jとして「横浜公髄溜営入認識議:Jが合まれてい

る。 ζζlζ出ている必諜経資総額は， (3)と悶額である。またとれは造J]設途中の出資状況報告であ

り，織物名も誠せられていないため，ここでは省いた。詳しくは『神奈川県史 資料編15j喜子参

照されたい。

(1)(2)(3)三擦を拙稿ですでに「第1策Ji箆2築Ji第 3鋸Jとn;y.んでおり，本稿もそれに従う。

各策の総波書長の袈避は，畿1のとおりである。

表1 横浜公i認iili)成費予算総額の変遷
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"' I釘j際であるため1i.年六月とした。
料 ~I時まだ「洞j が公式の通貨単位であった。明治 5 年10月の新質条例により「円J がJfJいら

れる ζ とになる。そのときの換鈴本は、 1河口lPJ口1ドルである。

3.横浜公閥槌栽計繭紫とその予算

捻~ 1， s宮2の擦には，胤聞の相i建滋賀，ゴニ工費の他に，楠えつけるべき植物名，寸法，本数等

が記され，それは椴栽計阪i探と呼んでよいものでみろう。 ζれほど詳細な植栽針商用の縦物リス

トは，これ以前のn寺代にも，またこれ以後の明治期にも浅されていない。つまり ζの詳細な植物

リストの帯住そのものが，当時の関係者の溶鉱込みをj文i決しているといえよう。

まず，会議の総裁貨の援護委と，ぞれが遊成資総額に占める百分比を表 2tζ掲げる。

第2議では，諮 1議にくらべて総額に占める総裁貨が80%にi曽加しているが， ζれは金額J5?見

ればわかるように，純増ではなく，総額が減少したための相対増である。ただし，稿殺到が総額



192 

淡 2 i樹木務1t~植付…式の予算変滋策

守
eaA

一。，“一。
υ

明治 6&戸7月

明治7年 3.f:l

2万7500阿

2万4424河45銭 41度

6921円70銭7IDI* 

55% 

80% 

55% 

* ζのうち芝機付従は6122悶24銭 8s立であり，約88%をおめる。

の5制を常に越えていることには設問しておく必裂がある。 jむを抑る，石材を用いる，という日

本の逃臨lζ最も謀本的で，最も金額のかおむ土工裂が， ζの誌にない ζとが大きな特徴であった。

櫛税関が占める割合が大きいのは，そのためもあろう。

芝生の楠付貨は，館H容2間接共に「樹木主主花芝穂村・一式」となっており，それだけをとりあ

げる ζ とはできないが，鍛 8識だけは， 芝櫛付~がいくらかわかる。樹木裁が799円45鍛 9 1.滋，

「野芝JI民りの賀民jが，いわゆる「材工とも jで(つまり材料としての芝生そのものの路用と轍

付吋手間援を合わせて)6122内24銭 8態となっており 9割近くが芝生に用いられる費用であっ

た。錨 3嫌に蕊って花崎.が全く抜け落ち，全Illll!ζ芝生を限り，点強として自然樹形の樹木ぞ配す

る(昨年度の拙稿参照)プランに変わったのである。(筋 1，筋2築は後l乙掲げる図uζ対し，

館 3擦はi盟2f乙対してつくられたもの)

また，第1嬢が出される明治近年六月には，英|調人逃が中央のクリケット用広場に，自ら芝生

を植えつけて，その質問570間余の半額札 条約に基づけば臼本政府の負翻となるはずだと主張

して， ζれを認めさせた。これによって外国人，とりわけ英関人が必要とする芝住地は確保され

たため，面積はほとんど問。とはいえ部1柴，第2探では，芝生は「花段Jの従属的な位協しか

占めていない。公闘造成毅総額の削減と，昔1-繭築そのものの変更，つまり錨1・錨2擦の幾何学

式総から，第 3~誌の自然式集への変3立に手I~ って，花域擦は削られたのである。

芝生lζ関するもう 1つの変佑は，第1・2擦ではすべて「高麗芝jが予定されていたにもかか

わらず，第3擦にまさって「野芝」に変わった点である。これも造成焚削減に見合う踏闘であった

と考えられる。

4.植栽計翻案の織物数と名祢

第o誌から第2挺への移行に伴い，樹木椴付け本数は，約9千本から約 6千本へ，草花が 2万

1千株から 1万2千株へ減少した。しかし，樹木の穏類の数は変化せず， 誠花だけ約100縮から

約70極へ減少しただけである。ところが，第 3~誌では，車:tGI式会くリスト lζ寄金げられていない。

つまりすでに述べたように花壌が計繭から姿を捕したのである。しかも植付け樹木数は大rtHζ減

少し，錨 1擦の 1者uにも足りない 629本に激減している。おらに樹聴が，いっさい指示おれず，

本数のみ記されている。この檎殺*H話芸誌上の大変北は，ょに述べたように，造成政の削減と，公

瞬間潤i擦の変化(つまり挽伺学式から!当然式へ)により強じたものである。以下の表 3に， '閥栽

本数， j7II樹の変濯を掲げる。

次に，なぜ当初雪j'削梁，すなわち鰐 1策で100数:瀦，第 2猿で70数積もの多数の草花の名が I1G
段j造成のため挙げられたのかを考察してみたい。と間/l寺に I花段JIζj能付!:J"ia?予定されてい

る樹木(花木)と草花の~7京選釈に原則はなかったのか，また，どのような人々が ζ の選釈にか

かわったのだろうかを考えてみたい。そのことをP教えてくれる直接の資料がないため， 第1読さ



言受 3 樹木・ 1'fX1t植村、ヌド数および芝生孤高~lの 2足元援

30数脇

5635本

30む0本

9045本

100数額 21000株

385目玉し?土所
2160本
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117本

230本

629本

窓生 i潟}魁芝 13511lヰZ 野;;t: 13367.353:151' 

* 公!翁内周iζ285本と脅かれ 6;般各々 の本数が記載されているが，全部守合言十すると
410本になるため，このように記しておく o

(花木30数諮，

加えてみた。

， Zおi2挺(花木30数種，草花70数臆〉 について次のような検討ぞ

1. まず，挙げられている織物名のなかに，現在mいられていない名がみられるため，次に寄生

げる檎物壌からどれだけその名がひろえるかを考撰してみた。

2.ついで，それら;楠物の現棋の名称，および学名札参考のために付レTこ。(資料編，参照〉

害者・にした植物替は，名分野，各i時期(江河期)にできるだけまたがるような代表的なものを

選んだ。それらを 4つのカテゴワーに分類する ζ とにする。 C) Iろは使用したもの

1. 

2. 

3. 

A.良原主主il年大和本車 京永六(1709)年 〔益軒会縦，議料金銭巻之六，明治44年〕

B.小野関山 本軍網目勝家事和三(1803)年〔杉本つとむ紡il，早稲田大学出版部，昭和

49年〕

C.伊藤三之熟(伊兵衛)花域地錦抄元銀八(1695)年(京都大学i抜本，元銀八年， r京都

j授」。京都関諜誤認i脅li復刻j授，昭和 8伴。加藤盟校往復刻版，平凡社，相手fJ51年〕

D. 伊藤伊兵~fìí百広益i治的抄本保問 (1719) 年〔京都大学蹴本，事保四年。京都閣議{卵、楽

部後刻，昭和16年〕

E.北村俊琴務純山躍進法事保ニト(1735)年〔京都大学(遊闘TVf兜議H旗本，事保ニ十

・年。上原敬ニ締j，加島替j苫， I沼手fJ55年〕

F.鱗島11汗秋思 築111躍進{云後編文政十一(1828)年〔京都大学(遊関学研究室H蹴支払上

原敬ニ綱，加j議議t);5，昭和551予〕

4. 植物分類脅(欽米の;憾物学の成果をとり入れた「ヌ!王者 J) 
G. 飯沼慾瀦草木~I説安政認(1856)1:j::'"'-'文久ニ(1862)

〔牧野留太郎増訂，成美殺，大正 2年〕

第 1嬬，第2議の樹木と草花それぞれについて，そこで用いられている名称が，各惑でどれく

らいひろいだすことができるかをまとめたものが次の談4である。

なお，公!溜の内問，および溜内各所に植えつけられる予定の樹木(資料編 1ーイ 1-0，
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炎4 r:{Ë段J の総物がそ寺綴植物議lζILI~見ずる総合

役i'i (刊行年)
策

花 木 :{b 

A.大和本議(1709)
1 

B. ヌド1判倒筒草謀議定(1803) 30 35 30 

O. :{伝縫i也iI1IH少 (1695) 55 40 45 
2 I 

D. J1~主主地錦抄 (1719) 15 20 15 15 

E.鍛111総巡伝(1735) 15 D 10 10 
3 

F.築山陰i巡伝後縦 (1828) 5 5 5 5 

4 I G. lyI木図説(1856"'-'1862) 70 70 65 70 

09語以hと59百米満はすべて 5%とみなした。

2 ィ 2ーロ)は，説者も使われている名がほとんどを占めるため，学名は付記せず，適宜読

みを参考に付・記したにとどめた。ただし， これらの樹木にも r:!G段Jの植物と同様のやり方で検

を加えた。その結果は次の間点、にまとめられる。

1. リスト 1ーイ 1ーロの前半，に挙げられた樹木(松，梅，桜，モッコク， 1認など)は，

本稿の分類の「本準認fJ r閤芸認:Jr鍛!怠勢J1ζ，ひとしく取扱いが出てくるものである。

しかも現官も広く一般になじみの傑い謄関樹木である。

2. r中小松類Jr丸物類jという諮制限いは r築庭襟」にみられる。 r本JJfJ:礎Jr関謀議」

にはそのような表現(=分類)の仕方は，みられなし、

3. リンゴ，締，ナシなどの梁木新は「築躍議:J1ζは現われないし，現在も遊翻にかかわりの

訪日い樹木ではない。 r本草掛:Jr閥芸替Jには， ζれら柴木類が現われる。

4. 結論として r花段J以外の櫛識として考えられている樹木は，擁躍にかかわる者，髄装

にかかわる者の，いわば「合作リスト」であるといってよい。

5. 器等

横浜公腐植栽梁lζ討iてくる植物名に検討を加えた結果，特に「花段JJ司植物に特典な点がみら

れ，それに闘し次のような締点ぞ挙げる ζ とができる。

1.溺tE使われていないj積物名がある…方，江戸期の各分野の植物脅からも *UJ1::しえない植物
名がある(一天間方，ワケイなど)。

2. .日本l乙野生している草花を基本とし，江戸別に海外から渡来した植物(アンジャベル c=
カーネーシ g ンJ，ダンドクなど)また主主米l乙渡来した新奇な椴物(サフラン，センナなど)

も挙げられている。

3. 本話令大成した砕米期のものとしての『市水i酒税jIこは， ;fG摺へのi~目栽諸君に見られる拙

物名の70%以上が減っている。また悶芸設-c ある nG[\Î:H1.l~íH少』からは厳密 l乙数えても， 40 

.......50%が見出しうるのに対し，築庭様である r築111鹿造法j (そもそも 30額に満たない程度

の;植物名しか考会げられていない)では，樹木でようやく 15%，草花iζ三百つては，わずか 5%

しかひろえない。

4. 以上の点から考察ぞまとめてみると，まず，これほど多くの楠物名~挙げるには，余程の
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i溺認知識が必要とされる。それはすなわち，関芸・植木染者がおill物名を挙げたことをHf!測さ
せる。また，日本の伝統的な築躍にかかわる考え方と l式典震なものがここにあらわれている

のが強く感じられる。

多額多様な:!t木やE{C!Gが挙げられているのは，外関人速に白木のil現物の閣かさ，協!認知識の諸

積金見せつけようとしたためか，あるいは外協人側から袈求注れたためかはう~l ることができない。

しかし，外閑人述の要求する公開への航法として， きわめて爽剣に対応している態}廷はありあり

とうかがえるのである。

6.おわりに

横浜公閣の造成ぞめぐる交渉は，欧米議開と日本側の造闘に対する姿勢の違いをうきぼりにし

たと拙稿において2訳者は述べた。それは右自殺案iこも大きな鍔轄を及ぼしているとみられる。

三!本{llljが多稲多様なj巨木， 1
f
T!花のリストi>iI&せた緋j資ぞっくりあげた段初の契機は，おそらく

外i遇制の~求であったと考えてよいだろう。しかし，それは日本の倒去がもっ，捜かな訟統を抜

きにしては，なしえなかったものということができる。そこでは，怯統的な逃m(l・築庭術では対

応できないもの，すなわち花織が裂3:Jとされていたからである。

i刻一 l 横浜公1慾設;11応倣問。 18721ド3)gにプラントンが作成したものの複製。総裁策の第1，
m2後は，ともにこの計磁|測にもとづいてつくられた。(1波立公文携強波)
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関 2 る。

:/G壇と績やかな花，そして芝生は，そ

れまでの日本の造闘が主としていた常総樹

と石と水の築躍とは全く迷うタイプの胞に

必裂とされたものであるo

芝生の:投いは，江戸の大名躍で，すでに

つちかわれてはいた。一方草花は，~五胞に

かかわる者・{こは，かなり陳述なものであり，

これに対処するには，江戸]割に高j立に発述

した ml]:1~ ・樹木2定者-の知識を必裂とした。

そして花峨，すなわちWf.:/Eの欧米JIDl，な災的

配i自立，日本人の911らなかったものであり，

これに対処するとまどいと

1 ケ所の治r~1こ対しておどろくほど多穏多
;践に殺げられたl¥K:/Ei'tfζ反映しているとみ

ることができょう。

常緑樹と石と水による築抱をもっぱらと

した治泌が，花組と期:/Eと芝住の耀倒づく

りにどのように対応したのかが， この梢栽

策lこうきぼりにされていると設えよう。

図…a ~2~認の一部(外務翁資料)



197 

品法|ぢ加。
円 日 脚占. ‘》苛 日 一

ゑ il'l持 時点 外l
.井出 Jえ fr-. λ /J，. 

:dj 

、手 ・失 j~ !-J' 治 。JL 長ヰ 治地 火， I1 
埼ー 7ト1

!¥ 

一;q昔椅liUむi

.叫‘ -町 包声倒‘

b是非 I1上

イ息了代 ~ 1 ' I;J背f告 ， ! pc時 '11PI， ぬ吋・ 3

"$' 子レ 1~ I 4:，正，)<.1，1~f 桝 11止J
t 1 1 I 1 1 p持 J渇 1遺

Jもl J 

〆』
門戸 一日 日目 .，一 日一 一一 嶋一 --' ♂・ t

一 -..1 - .. -F 噛 ・0・品 暢岬.，崎

え官 r 1;11. II~'、 .)i ~ 1/5 '共 λ Itl!. -1-: 

ノ、.1;、
， 

子 や; 11'- fI I 

年 ぜ義 守ギ イ山 品-#.) 
" 

シ ~宮

j¥L ;" ;it 4究 ?/<. 't l~ ~t 宅b

コー ょf ノ6 f千 ンtJij:. .詰

ふ 戦i~ .. 1 
，法.p格 i，I'.ト .f*J サ拶f4必，1L 

ぇト 7 1;¥Ii 

耳、

久

-t.t 
11" 

， "" 吋日 1司b 岨..  桝臥明』喝事

図-4 ~誇 2~誌の一部(太政類拠)

資料編

資料として本文， 2.で述べた三磁の文殻与を以下iζffilげる。炎砲のやり15はまず外務翁資料lこ従い，ついで太

政書賀典iこ当たって， 切らかえよ j淡泊はお・足した。!鶏内j潟縁部その他へ組える i樹木には， lJU:Eの秘物学の!序称を

( ) Iζ犯し， 巡11(税JYJ と学名や付した。…}支出現した樹木には仔称は付怠なかった。 r;t~段J 者自付け用の花

木 .1VJ:-;fちには，すべて呼称と学会iを付し， ;t磁波(注)を加えた。総物名・学;gはまず北村ら rJli({5fヨ本総物関

鍛~ (慾本編j二， 1957，下1"1，1961，下， 1964，保予若松)， (;;j司王編 1，1971， II， 1979， I切 にさcjl)， 児島らな

いものは大~Nj，く三良lí P3本tlsi物誌t;J(鎖m弱，改百TJ:制i附f)波，~文怒， 1978)， 牧野総太郎 r新日本織物a:lilU

(北I~室館， 1961)， 怠らに『汲新i鶏談大静!J4~ (余 7宅金，誠文波新光社. 1968-71) Iζ依った。

.8.， C ……などとあるのは，;;ji:文4.で挙げた縞物3設にその名で絞っているかどうかlJ?7.f;す。すなわちAとあ

る場合『大和本取~ Iζ， c とある場合 n~壊池錦抄J にその名がみられることを示している。

(第1祭)

ー，公隣地草木被付場所沼地理Il:iLニ {~J二ゴニI~立除土;舟j)務~fJt築際メ J似合:へ3& シ秘ゴ二不足ノ分千間百七十七:Þll 持込

:時!i1t総イオ'Jtl-所ハ餓土入数平均太133村地内ヨワ巡滋之積

，任!万総迎ヲへ絡氷結付之畿二関へ一本列梢付俊樹

此樹木数二百八十まJ.京

総木，'ij'，左之J陛ワ

( 1-イ)

ー，大松怒校物見j滋i1;1収交ヒ {1..:I潟三開請ザ問問迄幹JIillリニ尺ヨ了芯・ョリ三三代姻リ{立?デ
(1:'1<:ぷりのよいマツが関 1にも掛かれている)

…，松(アカマツ，クロマツ町均三間ヨリヨ閥単迄

…，椴 G現在の横浜公閣にはツブラジイが給わっている) 倒前回l統
一，桜(ヤマザクラか。ソメヨシノは，校野の;gで/1I1TIlっ {s.前間断

ていたが，染井吉野の命名は明治五年という。)
ヤキ

…， '恨(イヌマキであろう。コウヤマキは後lζ/:f:¥る) {尽前閥断

十立五本

ニ官主流ートオ正

間島トオ王

3五十本

二十本
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…， t授(前後が長j'諜樹であるからモミか。あるいは明治 {日前向断

初年l乙i度来したといわれるヒマラヤスギか。)

一，繍J(シダレヤナギ) 俗世iIl可断

〆(以上6穏， 410本)

(1 -'0) 

…， Ft1之側問万折覧車リ言者木侠J段見苦|市立付係樹此樹木数大小取交セヨJ:-r穴冴三三十況本

樹Nフド品1r.之i国(①③…・・・は使双J二鍛殺が付した数字〉

一，①f段 位潟九尺ョリー丈:ti.尺位主第

一，②司王ツコク {皮肉:ti.)ミヨリー丈三尺{立滋

…，③叡 ffii均六尺ョワー文二)'{{立迄

一，@櫛(ナボ) 位向四jミョリー丈佼迄

一，①竹之獄 {部省一丈ヨリ…丈五六尺位滋

一，@熔 俗硲ー丈ニ尺ョワニ丈位迄

一，①桜 {g商ー丈ヨ了.尺ョリニ丈彼迄

一，③桃

…，@務終(カイドウ)

fm等六jミョリー丈三凶尺佼迄

{艮i等六jミヨリ…丈ニ尺{なお

一，⑬ボケ {且存諸問jミヨリ八尺位迄紅白取交

一 ，⑪機(ヤブツバキなど区高三三jミヨリー丈ニ尺位迄

一，⑫茶1111t(サザンカ。明治j釘には山茶花とつづる ζ とは少ない) 但潟三尺ョワー丈二尺佼迄

ー，⑬⑬桧，ヲ災保桧紫(ヒノキ，チャボヒパ)但間三jミヨリー丈:ti.尺位滋

一，⑬中小松類(アカマツの丈のf氏いものか)倒硲:E.)ミヨリー丈七八尺{立迄

一，⑬丸物類5) (マメツゲ，サツキなどの刈込みか)俗務波ニ尺:ti.寸ヨりお:六尺イ立経

…， @jj'[終獄(カエデ会'f)Ji)旦i尚三尺ヨリー丈ニ三尺佼迄

一，⑬ヨ三格獄(マサキか。佐渡ではネズミモチをいう)f忠商二尺ヨワヨ王六尺低位

一，⑬籾11 俄;均九尺ヨリニ丈位滋

一，⑧査部経(モクレン) {良i潟ヨ五六尺ヨリー丈佼迄

一，⑪ミツキ(ミズキ日潟凶尺ヨリ八尺{立迄

一，⑫議セイ(キンモクセイ，ギンモクセイ)但i均五尺ヨリー丈似迄金銀取交

…，@キザシマツツジ(キザシマ)

…，⑧t品了:;fミ(:Pンチョウゲ)

…，@淀川ツツジ(設ドガワツツジ)

，⑧資露支持(キレンゲツツジ)

…，⑫紅総務(ベニレンゲツツジ)

一，⑮議翻(シュロ)

ffii潟三尺ヨザ問ヨJ:尺位迄

{gニ尺ヨリ劉尺似迄

{g三尺ヨリ i滋ヨ1.尺位記

{目前向nir
{民間

ffi三尺沼リ…丈二尺位迄

一，⑫ソテツ {日二Jミョリ万六尺佼巡

ー，@J也終(パシ沼ウ)

…，滋③機務純金波紺(ダイダイ， ミカン，キンカン)但三尺ヨザ七八尺位迄三品取交

ー，@機(カナメモチ) 俄:ti.尺おり-Jtニ尺位迄

…，⑧リンゴ

ー， @f~i 

-'， @ナシ

ー，@李(スモモ)

ー，@枇抱(ピワ)

一，@木勝(キブシ)

-， @1t活保妨(ハナズオウ)

{没ヨ五尺ョリ八尺{立迄

{g-丈ヨリ…丈:E.尺佼巡

{g前間

{licl吉iJIRJ

{日六尺ヨリー丈{立迄

ffi間尺ヨリ八)'{{立溺

{包七尺ヨリ八九尺佼迄

除i“ヨ五本

二四十本

百五時十オ王

ヨ五十本

i!ff木
三F ト本

七十本

ニ百本

百本

百五r十本

s:E.十本

s* 
ニS;:lド

三百本

千五宮本

二百本

百株

'Cゴ:E.本
百本

1吉本

吉of*
二十本

三十本

三百本

三"けに

二百本

五十本

五句f-*
:E.白トオ去

十本

三十株

主了.十本

ニ百本

立J:-トオ三

恥トヨ五本

二十本

三五十木

時i寸去

二mトオに

十本
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十本

三三十本

二十本

{日三尺ヨリn六尺位迄

fEum尺ヨリー丈位迄

似三尺ヨリー丈位迄

一， @i潟日号線(コウヤマキ)

ー・，⑬椴6) Cムクゲか)

一，@ユズリハ

〆

三千nj!if本

千二百本

間百本

六千犯

一，tf1j水省Êi付風|徐ケ錆色杉丸タニ問米口二サヨリニ寸五歩物相j羽梁メLタヲ以初取イタシ以外大~!=l竹共相用組給

テ払f1;広務包1r.之滋

一，ニ問米ロニ寸五歩杉丸太

一t ;/矢口二τj'位架丸太長一丈物

一，大中竹

一，太俊樹純

〆

犯

犯

約

所

所

所

所

百

十

百

ケ

ケ

ケ

ケ

二

五

…

一

…

一

…， ~を物flg形チ問ケ所綴tl昭校神奈川竹以外約竹染援機織粉m取締総物共1r.之]l1ヮ

ー，神奈川竹 (不明)

一，大1=1:1小竹

一，染l際機織

…， l燦

ー，潟

ー，術鶴

一， 楼護員

〆

(フジ)

(ナツヅタ)

(ブドウ)

(ig告はカヅラ l己資が似るため関芸家が月]いた。サネカヅラ他)

1mケ所::l:I'5!ミ方

1) r丹jは赤土。

2)機浜公閣は，もとi71t告で， f:1~央部乙仰向制立んでいた。その議fdl峨織が 186仰の大火で焼けて公縦十
翻が浮上したのである。 i駁泌を綴紋JIH乙改良するために大抵の灼!こl::i'持ち込む予定にしているわけである。

3) r見越松」という表現は『築111隆治伝(後縦)J Iζ見られる。 r主管校物Jは， 111}設りや段巡りなどの松の

ζ とと滋われる。

4) r築111経巡伝JIζ 「綴」とある。松村径三縦『総物z鈴(前編)J 1<::' r立シナノキにあてている。

5) r築11!!定治伝(後編)JIこはL物jという淡税があり，図l乙丸く刈り込まれたかん水が見える。

6 )前日J松村 f縞物名総』ではムクゲに「椴」の学をあてている。

(第l策の「花段H1!殺害認)

C 1ーハ)

一，1b段凡:E.十ケ所比地:l5fZJ'し千二百坪11色鮮致シ此続出ヲ以足土持込数品取交・な;隙織取綴イオイタシ種類氷花類1r.

之巡リ (版文は純物名が列挙されているのみ)

①讃機 (オウバイ，モクセイ科 Jasr托inum制 diflor・叫m

②格ツバキ，ツバキ科 Camelliaj品ponica

③紅白ボケ色々 (ボケ，パラ科 cl<ωenomelesspeciosa 

@ヒメコブシ(シデ、コブシ，ビメコブシ，モクレン科)Mag世oliastellata 

①サンシイ (サンシュユ， ミズキ科 Cornu8officinalis 

③?ンサク (マンサク，問料 Iiamamelisjaponica 

⑦錦糸梅 (キンシパイ，オトギリソウ科)IiYP81'icumpatulum 

③焚人税ピヨウヤナギ，オトギ‘ザソウ科)Ii抑 eric叫mchinense 

③ハギ類色々 C?メ科 Lespedezaspp. 

⑬尺羽不明〉

⑪京竹桃 (キョウチクトウ，問料〉

G
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G

G

G

G

G
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⑬卯ツキ類

G

G

G

 

G 

G 

AB 

B 

ABC 

C 

BCD 

ABC 

G 

G

G

G

 

G

G

G

G

G

G

 

CD 

C 

CD 

C 

C 

C 

C 

C 

ABC 

A 

A 

A 

(ジオウ，ゴマノハグサf"十 Rehma叫iagluti時osa

(不籾) (総恕口イカザソウの誤記か)

(タンrif;jft キク科 Taraxao叫mplatyom・P也悦

(アヤメ， [肉料 Irissang叫{世ea

(キズイセン，ヒガ、ンノてナ科 Nal'cissusJo刊gl.illa

(ヒナゲ、ン，ケシ科 Papωel・Rhoeω

(オキナグサ，キンポウゲH)Pulsatilla oerntω 

(キンセンカ，キク料 Calendulaar世6世sis

(アラセイトウか 2ーニ参照)

(サクラソウ，同科 PrimulaSieboldi 

(セキチク，ナデシコ料) ρ似nthusohinensis 

(オダマキ，キンポウゲH) Aquilegi品 flabellata

(カラマツソウ，間科 2'haliotrumaquilegifoli叫 御

(ケ?ンソウ，ケシ料 Dicentraspeotab ilis 

(ヒナギク，キク科 Rellisper仰 sis

(不明) 一一
(フクジュウソウ，キンポウゲ科)Adonis品mm・ensis

(ミスミソウ，キンポウゲ科)Ii epatica nobilis v乱r，japonica 

(カノコソウ，オミナエシf"DValer必n品 faltriei

(アズマギ‘ク，キク科 Aster d叫bi担S

(クリンソウ，サクラソウ科)Primur・ajaponica 

(ボタン，キンポウゲ科 Paeoniasuffr叫ticosa

(ウツギ，ユキノシタf$f，または (De也tziaol'e況也的

ハコネウッ2f，スイカズラ科か WeigelaooraeensisJ 

⑬トヲーキリ(関 5)(ヒギリ，トウギワ，クマツヅラ科)Clerode叫dl・onjapon必um

⑬茶山花 (サザンカ，ツバキ科 Camelli品 Sas仰 qua

⑬木j燦~{キブシ， r花科 Stachw'叫spraecox 

⑬浜ボ (ハマボウ，アオイf:;D IIibisou，s Iiamabo 

⑬潟闘争水 (アセビ， ツツジT"t) Pieris japonica 

⑬山協子 (クチナシ，アカネT"ト Gardeniajasminoides 

⑬{t，柘綴ハブ命ザクロ，ザクロ科 Punic品 Gl'a官邸h.m

⑧ミヅキ (ミズキ，河Ff・ Cornusoon/rover8自

の花了子 (コショウノキ，~ンチ認ウゲ科)Dapliωe kiω{仰品

⑫大手鞠(テマリパナ，オオテマリ，スイカズラ科)γiburun叫mplicat叫m

電話銘板ユキヤナギ，パラ料 Spirae品 :J.'hu叫bm'gii

@姥桜 (ニワザクラ，パラ科 Pr叫側sgland叫losa

@む包丁木 (::Pンチョウゲ，悶科 D晶phneodora 

@エニシタ (エニシダ，マメ科 Sarothamusscoparius 

@サツキ包々 (サツキツツジ，ツツジ科 Rhodode叫dl・onindio叫m

⑧松シマツツジ (不明)

⑧浜茄子 (ハマナシ，ハマナス，)'¥ラ科)Rosa rugosa 

⑮コテマワ (コデマリ，パラf:ヰ Spiraea0品ntoniensis

③キザシマツツジ (キリシマ，ツツジ科 IUwdodendronobt'uwm 

:お之外~品々 〆

三ヂヨド取交線イオ

c1ーニ)

①地践

③磁務

③タンポ

③アヤメ

③災水{i1!

@焚人減(図的

⑦白頭翁

@金1!lt1t

③シラキク1tll

⑬ 

⑪石竹綴

⑬小凶器多様

⑬凶f松議

⑬ケマン続

⑬雛菊紅白

⑬ 

⑫ 

⑬ 

⑬ j路子旗

@J長潟

のクリン3京

電事牡丹品々
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重量失ヰl"t;1

⑧小銭務

@ t'!i~総額々
@泊夫燦2)

(ヤグルマギク，キク科 Ce叫ta私7・6品 Cyan叫 G

(二千二I幻，サクラソウ!潟の4、さな震設，たとえばイワザクラ，ユキワリコザクラなどか)

@武者ザンドウ

⑧百合河

(シャクヤク，キンポウゲ1将)Paeonia laotiflol・4

〈サフラン，アヤメ科)(サフ ZephYl'anthes oa1'I叩 ta
ランモドキ， ピガンパナf$I.)CrOOU8 sat ivus 

(ムシャリンドウ，シソ科 Dl'acooephal叫mal'gunense ]N，sch. 

百合l~I (ユリ)の~fîôか。 (LiUl/，m spp.) 

⑮サギ草 (サギソウ，ランf$1う IIabenaria radiaia 

@金魚躍 (キンギ沼ソウ，コ'マノハグサ科)Anti1γhi側首.majus 

@哀調!j不fJF.l)

@イl討君主ノレイ (センノウ，センノウゲ，ナデシコ科)L百cliωis8enltO 

@イチハチ

⑧ lヨ紫段菊

⑧シヤカ

(イチハツ，アヤメ科 lristecton仰

(グンギク，クマツヅラf"D c，ω'yopte1'I8 inca叫品

(シャガ，アヤメ科 hisjaponica 

⑬パワン(図 7) (ネジアヤメ〆てワン，アヤメ科) his Pallasii var. chinensis 

@1創設夫 (ハナシノブ，防f'f) Polemoni叫 仰 が時shiam/，m

@ JlltiIfi カザグルマ，キンポウゲf$1・)Clematis patens 

⑮鉄線:113 テッセン，間科 Clematisflo1'Id品

⑬ iIE撚子 (ハマナデシコか，ナデシコ科)(Di側 tlwsjιpo骨icus)

@ ~~次取 (ノコギ、ワソウ，ハゴロモソウ，キク科)Achillea品lpin品，A. s'ibil'ica 

⑫炎ルイ色々 (フユアオイ，アオイ，アオイ科)l1ialω verticillala 

⑬紅白約 (ノアザミ，キク科 Cu'si叫mj叩oniC1.m

@ハブ取 (ハブソウ，"7メ科 Cassiaaccidentalis 

⑬クシン剖〈図 8) ('I!!f参 クララ，マメ科 80ph01'aflavescens 

⑬!fa~8終粥 (エゾギク，キクf"lう Callistephu8 chine叫sis

@イレイセン4) (図 9)(クガイソウ，ゴマノハグサ科)Veronicastr叫msibiricum 

⑬ 3mfdj長 (タツタナデシコ，ナデシコ科)Dianthus Pllm例制

@舛麻 (アカシ g ウマ，ユキノシタ料)Astilbe Th叫nbergii

⑬アンツャ(オランダ、セキチク〔カーネーシ習ン Di品nthusCal'yophyllus 
アンジャベル)，ナデシコドト)

@紫i湯花Jレイ (アジサイ，ユキノシタ科 IIydrange品目tacrophylla

⑫紅路子 (ベニカノコソウ，オミナエシ科)Ce仙沼叫ihu8r私ber

⑬紅武隈(コウオウソウ〔クジャクソウ)，キク科) Tagetes 1)品tlU品

⑧泡減税 (アワモワシ笥ウマ〔アヲモ Astilbe japonic叫

リソウJ，ユキノシタ科)

⑬立浪E戸 (タツナミソウ，シソ科 sc叫tell俳句似dica

⑬天竺牡丹(ダ、リア〔テンジクボタン)，キク科 Dahli出 pi党間的

⑨ ~I"随 (ハラン ，ユワ科)か (Aspidistra elatior) 

⑧弁務 (イ，イグサ科 Juncuseffusus var. decipiens 

⑬虎ノ鼠(クガ、イソウ〔トラノオユゴマノハグサf4)γ"eronicastrmn8ibiricum 

⑬宝釈均ホウチャクソ 17，ュワ科 Disporu，msessile 

@ニこと子孫エ ビ ネ ， ランf$I.) Calanthe discolor 

⑧半辺述。) <I~lO) シャジクソウ，マメ科 Lobelia radicans 

⑬鶴iiJ{t，'J:ケイトウ，ユリ科)か (Celosia cristata) 

@j)(::Iゼン7) ハクセン， ミカンf'りか (Dictam叫U8albω〕

@装琴 (コガネヤナギ〔コガネパナユシソ科)れutellariabaical側 is
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G 
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AB G 

G 

CD 

A C G 

AB E G 

G 

A C G 

ABC G 

G 

C 

BC 

C G 

G 

ABC G 
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(G) 
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G 

G

G

G

G

 

G 

⑫鴻シマ取 (ウラシ?ソウ，サトイモ科 A1'IsaemaUmshima 

⑪タ化粧(オシロイパナ〔ユウゲシ沼ウ]，オシねイパナ科)Mil'abilis Jalap品

⑬松本{11!翁(マツモ i、〔マツモトセンノウ)，ナデシコ科)Lychnis Sieboldi 

⑬ l時j議J.!fI タイワンホ i、トギス，ユリf$りか CT1'Ioyrtisfonn08品11品〕

⑩女郎花 (オミナエシ， I河料 Patrini品 scabiosaefol似

⑮格捜 (.:tキ笥ウ，悶科 Platycodo叫 grandiflol'um

⑬メ，UJiJ: メガJレカヤ;オガルカヤ The首tedatriandr品

イネ科 Cymbopogontortilis var， Goeringii 

(フジノfカマ，キク科 Ei!'patoriumFortit叫ei

(ダ‘Jレマギク，キクH・ Astel' spath叫lifolius

(ガ、ンピ，ナデシコ科 Lychniscoronata 

(フヨウ，アオイ科 HibiscU8mu，tabilis 

(キク科 Chr'ys品部them叫mspp， 

(トリカブト，キンポウゲ科)Aconitum ch似ense

(マツムシソウ，問科 Scabiosajaponica 

(オキナグサ，キンポウゲ科)P叫lsatillacemua 

(トケイソウ， I滋和D Passiflor品 coer'ulea

(不明)

(トロロアオイ，アオイ科 IIibiscusJ11側 ihot

(モミジアオイ，アオイf;;りか (Hibiscω coccine叫sJ

(ススキ〔カヤ)，イネ料 ivIisco叫thussi世6部sis

(シュウメイギク〔キブネギ Ane吋w向。 lwpehe叫sisvar. japonica 
クJ，キンポウゲ科)

⑫センナ恥 (センナ，マメ料 c日ssi品 acutifolia

⑧浜エントフ (ハマエンドウ，マメ科 LathyrusmaritimltS 

⑧立問{Ili翁 (センノウ，ナデシコ科 LychnisSenno 

⑮ダンドクセン (1沼112) (ダンドク，カンナ科 c側 11岳伐dica

@)i民総 (ハマギク，キキ設ウ科 Chry. nippo叫icum

⑧バラモンジン10) (バラモンジン〈ムギナデシココキクH):I.'ragopogo叩 por1'ifoli叫S

ぬ沢総椀 (サワギキ自ウ，キキ務ウ科)Lobelia sessilifoU.也

⑧ 都菊 (ミヤ7 3メナ〔ミヤコワスレ)，キク科)か CGy~間astcl・ Savatiel'i)

@ 紫苑 (シオン，キク科 Astertaiaricus 

@>B町山花 (ホウゼンカ，ツザフネソウ科)Impatiens Balsami糊

⑧悶~j ヒオオギ〈カラスオオニド)， アヤメ科)Belamc品nd品 ch伐仰sis

⑬ワウタン (リンドウ， I司科 Genti骨畠 scal'b日 var.Buergcl'i 

⑮水併 (スイセン， ヒガンバナ科 Nal'ciss叫sTazetta var. sinensis 

⑩裟粥色々 (カンギク，キク手;D CMys仰 them叫m似dic時m

お之品々〆二万千株程取交セ秘付

一， JD;所建物地道激主立ニ数芝有之侠分相I徐キ比泌ÞlZ一万二千八百六十 tゴ坪治iこと数平均~納付此入用芝一万三千

Ji百十一時

…….，巡遊放小l砂沙利!飲欲5平lI.均口レスニテシiキFカタメ此砂利八いイ寸十1-十一d‘干η]J

布之辺f翻御H郎i牒践{絞淡以時と
:EI'料六月

1)紫総概;{~を菊と;読み誤ったか，等し間巡えたのではないか。

2)牧野綴太郎によれば， サフランモドキが19ぽ紀中総に日本lζ波楽し，

フランは，おくれて若手米iζ波*0

B 

A 

BC 

A C 

ABC E 

ABCD 

C 

D 

p B 

B 

AB (C) 

(ひ)

C G 

C 

ABC E 

ABCD 

ABCD 

AB 

C 

サフランと1l3'ばれていたという。サ

B 

B 

A 

A 

A 
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⑫ Jfi長持

⑫述隊司5
③ m~庖 (1隊111)

⑮炎草薬品々

⑫大輪小1論議5品々
⑬鳥F13

⑫松a，慾

⑮ヲキナ]yfS)

i@ f時3十]~[

⑬ワケイ

⑬議長奇策

@紅濁災

⑧熔1t
⑧ 2気-船粥
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3) わ平日木関税Jでは務参をクララと訪!Iじている。

4) Pj[オミ図説jでlまクカイソウとして「取水成鍛イiJjJと縫いでいる。

5)アンジャとはオラングi総アンジャベJレのsli1で‘ある O

6) W草木関税jでは半辺道1i1乙アザムシロ(キキ沼ウ科)をあてている。

7)スズメノオゴケ(ガガイモ科)を閥的と霊祭・く ζ ともある。

8)⑦自立高昔話(オキナグサ)を別のものと考えるべきか。

9) W主青木関税J (fチi寸17苦労，小野j散数祈訂，籾rti8 &ド)に「センナ， 西別立産」と 1:1:¥る。奴泊慾策駁務(また

i次3&戸)では「ウエストインヂセセンナJ，牧野明訂版(明治40年)では「オホパノハブソウJとなって

いる。カッシアは災~ Sennaである。

10) W絞殺?閣議大際政J (秘文笠新党干上， ぬn宅金， 昭和431ド〉 では，わが悶絞初の記録;e fljfj治自主ド(開拓

{iE， 1872) J としているが， ζの横浜公悶計測i淡の方が~Îい。

ct鍛誇二2然災)

公i繍鶏I池白樹P木ド怒燃'f1花包椴付銘f議g
つzき旨かfたエ tむ3どしら止

一，公闘地猪木納付滋済自民(泊の繰りか)地滋!立ニ付上ニL:取|徐こと丹451簿2終盤め地終致シおfi土不足之分千七首八;呼

八合余持込域花粉付場所有fi羽iゴ二人数平均芝;相:i付場所jも七治郎合千七百七約八j;if.八合余太関村i也内ヨリ支l!滋之

秘

一，問;ヴ縁辺リ江絡木綿付之儀弐問i進本宛秘付侠1i1!リ

止七樹氷数百九拾菅木

機水品1i之巡

(2ーイ)

一， i公指紋物iや透巡りとも]収交

一，見越巡す!:i:立形之1公
一， ;f:住

…，級

一， *俊

一， '悩

拾ヨヱ本

eむ拾:<1>:

弐拾木

三鈴木

弐拾本

三è~f合本

拾オド

…，校怒初II 穴水

{没潟サ弐悶ョワ三間似迄rlJ九尺ヨリ弐間半迄

{l3.お閥断

{釘お閥断

{没お間断

{双右阿部?

{区南サ三j悶ヨリ三Iljj~fま迄

{泣右閥断

{gお閥的f

一，ド1=1之側聞方折麹シ猪木模様見詰i-:jfn!{'.1'侠恋~此樹木数火小取交三三千八ïf!1工J合本

者~i{;j'品1i之i滋

(2一口)

ー，@梅

…，⑦桜

…，③桃

一，①潟栄

(なお 1ーロと問じものは器汚，0で示した)

百五J合本

一，⑬mIlヨ木瓜

一，⑪権

一，⑫山茶花

…，⑬茶f制改立:~

一，⑬糸徐策検類(イトヒパ)

一，@蘇鉄

ー，⑬ヰI滋述i松

一，⑬生立法り之松

一，⑬メL物類品々

五拾本

五姶オ立

青木

if!;;j三

vむ拾本

l寄双拾木

三三百本

沢.存~

治本

T!oi本
百.lit合本

f段高-サ窃丈ヨリミ詰丈ヨ玉尺洛

倒お悶断

但右間断

但お閥的?

{引等サ三三尺ヨリ八)~fな迄

伯尚サヨ工尺ヨリ窃丈弐尺{立迄

{民お街l断

fjヨ潟三jミョリ磁文弐jミ迄

但お悶断

似i向→1)"む尺ョワなき丈余巡

f[l潟サ八代ヨリ毛筆丈三尺位迄111弐問ヨリ弐閥単位潟

{設荷サヨ工尺ヨリなき丈弐尺佼迄

f鼠翠波弐尺ヨリ六尺{If.迄
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一，⑫紅混

一，⑬校議事m
一，@J水越1B(モクレン)

ー，@金銀水路

一， @J@災，紅建:{t邸調

一， @I波探約

一，⑧活*{~

一，⑤竹之類

一，i@綬

一，@機精

一，⑬金紺

ー， @i嬰

一， 

一，⑮iiji

-， i冬

一，@梨予(ナシ)

一，@批約

一， @:{益活草木 Glua初出ハナズオウ〉

一，①機

一， @i潟野線

一・，@Wi 

一， @/X丁氷

…，必綴総欝淘(キリシマ)

…，@淀川麟潟(ボタンツツジ)

一， 流ま求総絢(不明)

一，@渡り終(ユズリハ)

一， 榔(カシワ，クヌギ)

ー，①椴

一，③;線

一 I~髭， 1i~長松(ゴヨウマツ)

杉

況Thi本

1ii'合本
七拾本

三拾ヌド

ヨ五拾三1':

三拾本

拾i移転

1i拾株

拾笠木

j合ヨ玉木

拾水

百本

三拾本

拾ヨ王立Ii:

j合本

{合1i;4>:

拾1i本

拾お:;4>:

五j合本

弐拾本

:rii合本
弐J合本

弐Thi本

Thi1i伶本

百本

1i給水

百本

Thiヨ五拾本

Thi1ii合本

弐姶ヨ玉木

Thi互Z給本

{良商サ三尺ョリ強丈余巡

{没潟サ八尺ヨリ;滋丈弐jミ迄

{設硲サヨZ尺ヨリ九尺佼迄

{lil7.E6サヨZ尺ヨリ八尺余迄

{沼潟ザ-::::尺ヨリ間尺余迄

位向サ三尺ヨリ沓丈余迄

{日ヨ工尺ヨリ八尺{i'L巡

{部省サ間尺ヨリプミ尺佼迄

{Ei:tヨ11司銭rr
但布j河断

侭i潟サ羽尺ヨザ i遜丈弐尺余迄

位向ザ六jミヨリ窃丈{lHお

偲おi河断

{ほお間断

但右閥的?

{旦布間断

{朗話サ七八尺イ立

{尽潟サ間尺ヨワ八九尺お

{Et!.おサ間尺ヨリ七尺余i包

{没i潟ザ三jミヨリ弦丈余迄

{日高サ弐尺ヨリ三尺位迄~波三凶尺位迄

{没商サ三尺ヨリ六尺迄

{没潟ザ三Jミヨリ五六尺滋

{区南サお!河断

{反五尺ョワ八jミ余迄

{ヨ潟サ1m尺ョワ弦丈余趨

{な商サ七尺ヨワ硲丈弐jミ迄

{旦おj間務rr
但商サ況jミヨリ八九尺迄

{乱高サ間尺ヨワ窃丈枕お

初11綴木造ち木1) (キャラボク仕立物)弐J合本 俄商ガぁ:Jミョワ九}ミ余依r!Jリ

ドウタン(ドウダンツツジ) 沼紛本 {日お間断

一，絡オミ槌付j氏除諸色杉丸太弐関米口弐τLli歩ヨリ三三':1物相j古楽丸太ヲ以鋭波数シ;Jtl;外大中竹とも相m純総之

務者太主連総総ニiI百締3加者e1i:之迎

一，弐間之米ね弐寸;双歩三三寸杉丸太

一，米間二寸ヨリ弐ヨ工歩物架丸太長砲丈物

一，大中竹

一，太機組総

一，剥i仙台綴総2)
もんかた規

一，議物内形凶ケ所様相校神奈川竹災外制竹染俊初制剤取i1f.f制勿共左之通

…，神奈JlI竹(不明)

一，大中小竹

一，染俊樹純

一，放純

一，抗*丸太

三三千本

守土木

1i千三百io
三~.抱

弐ヨ玉栄

治東

関Thiio
況拾抱

三拾水



一，J裕

一， mb (ナツヅタ)

一九百自衛(ブドウ)

…，潟(スイカズうなど)

〆 凶ケm11¥'>終方

1) 1ft況でものJの滋であろう。

7ちケ初?

問

問

!日j
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2) ワラビの繊維からつくった縮。京都芸芸術短期大学の尼崎l場庶民によれば， 今も{史われることがあるとのこ

とである。

(鑓23誌の 11t段J総裁探)

一， lG段凡ヨii合ケ所i沼地:Tl')t千四百側姶Tl'lllJJ容数シ的i::fニヲ以j♀土持込数Iflll&交模様淑付致シ積雪!iii¥ミ花猿i:tr:之
通ワ

(2-ハ)(1ーハと悶じ名称のものは若手すOで示した。 (8)は③と悶じではないか， '5?淡す)

一，資総①

ー， ヒメコブシ④

一，錦糸総⑦判

一，山茶花⑬
ポケ

ー， i¥ミ瓜③

一，マンサク@

ー， ml之獄料

一，字給水⑫

一，エニシダ@

" :1'1;椛檎⑬

…， :lt丁子@

一，石楠木*1

-，割問⑬(図 5)

一，総②

…，松総額$hね@

-， 

一， J通商争水⑫

ミヅジド@

一， 

一， !/'.tH⑫料

一，t.，t丁木@

お之外共品々 〆 弐千百六拾本i氏うど組付

一，サンシイ③

一，災女;{J1JJ(8)*2

…， e竹桃⑪

一， 

一， 

一，小手納@

…，紫!滋1tl@*6

-，木勝⑬

一，淡泊予⑧

ー，大手鞠⑫

一，熔桜⑧

*1 シャクナゲ (ツツジ科) Rhod冶de叫dl・011 Meite1'rlichii 

本 2 tf~l~誌にある「災人WIリのことか

*3 キンシパイ『大和iオ;:1fi~ に念総梅，クサヤマブキとある

*4 不明

*5 r1G域t曲第;;抄jIζは「前線のるいJとして，パラ溺の12組合挙げている。

*6 アジサイは銭~H誌では猪本ののに挙げられている。

*7 ボタンはぬi1綴では潜水のrl:11ζ挙げられている。

(2 ーニ)(1…ニと同じ名称のものは務母O~iJで示した)

一， :t也武① 一，変菊@

一， i当紛糾 一，紫自j設秘@

一，桜恕⑬ 一，災水{11!@

一， 尉j公務⑬ 一，金~R:l G@

…，一天凶15⑬ …，お竹@

一，li.g子旗⑬ 一， 富良子⑬

…，ペj然@ 一，ケンマン務@

…，百合重量 -， 

一， …，制限⑧

一， 王立嫡@

一，矢務室詳@
サフ接?近V 

一，治:Jミ⑧

一，総慾@

一，憐翁⑫
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止b地1511窃万三T間百三拾弐:T1i-九合約土激平均五椴付 比入問主ど弦万間千七百七捻六長f.余

…，滋敷地機水淑窓口レスニ「係数sr!.均民倣係省寸:Jit長ニ数 此入m貝殻立がF八J会主Lがl'三合

お之巡綴i践侠以上
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*1 シぉウブ (サトイモ1ヰ Acoruscalanw，s var. a刊g時stat叫S ABC E 

ただし，泌名「鵠務jであればセキシ nウとも考えられる。

*2 ~お 12認の「シラキク花」か。外務省資料は l11atlhiola incana A 
「読むとも「附」とも説めるが r太政類典」では切らかに櫛畿で「紫総附1tJとな
っておち，そうであれば~Jf(氷1)gJ 1貌J 1ζアラセントウと出ている。

待3 第1終日、問宅金支とi河じものと目立われる。

*4 トモエソウ(オトギザソウ料 l:lypericumAscyron 

*5 ナツユキソウ(パラ料 F'ilip開 d制lapu?'pu?'ea 

*6 ニチニチソウ(キ沼ウチクソウ科 Vinc時 rosea

ホ7 オランダカイウ(サトイモ科)か Zantedeschi品 aelhiopic品

ホ 8 r花液I自衛¥H少JIこは「菊のるい米より冬初jとして百数十の名を挙げ「これ迄
秋菊るいJと記している。

*9ーカキツパタ(アヤメ料)

*10 'ぷi針。取に小形の読者を指すのか。

*11 ミツガシワ(ワンドウ料)

*12 コウホネ (スイレン1"1.)

*13 不明。

ホ14 ハナシ u ウブ(アヤメ科)

(務3祭)

公lli~巡銭ヅ\焚凡訪日後新制ノ分

…，後延:ti.iゴプ十j-花13IIAl七分五:IITf潟地上間代

Iris e叫sat品 var.spo世t品，11日8

Jl1enya世thestrifoliala 

N也pharj仰onicu~見

fァislae世igala

B 

G 

G 

G 

(G) 

C F 

B G 

B G 

C G 
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代ぎな千十管内十主主銭 俄夜間ニ借金省内八十銭

一，長延五万六十言語間七分Ji.H立i潟;!L尺ヨリ菅丈ニjミ迄之樹木二j尚徳ニ J白木迎織込此木数ニï~八十二本主立三隅憾

込水数百十七本 代金Ji.万七月十二銭九傾 倒1茂木ニ付金管内二十七銭磁IlIi

…， J江ケ所納込水数窃ヲ二百五十本 代金工百九十ニ円三十三銭 {日1古本ニ付金路前間経rr
…，町芝窃テ壱万三千三三~六十七;時三合Ji.勺三才， ffUi由形肉下.sllJ勾共

代金六千百ニ十ご|司ニ十閲銭八IlIl fB.i沓Tl'ニ付致問十液晶鍛八IlIi

-'，滋lM:i修造事等テ!凋千三百閥十関長F間合六勺 代金三千八百二十三円十二銭五:1m 日弦坪ニ付金八十八鍛

一， I児二間，原i潟六尺宛ニケ所木戸内 代金四十円 fB.ミきケ所金二十月

一， rお弦間，探索5六尺宛側ケ}済水戸pう 代金七十二円 侭窃ヶ月rr金十八月

…，家主手十二:151・ I&~お人住j浸 代金ニ夜間十円 {区窃;界ニ付金二十月

一， )む災延九百二十二!均二分八腹側主主槌伏込 代金二百二円九十銭ニ底 的管i悶ニ付金二十二銭

ー，内法議jミヨ五寸閥万深間尺ニ十ケ所沼稲桝 代金百七十円 似沓ケ所金八月立五十銭

…，大サ八寸闘方間十銅潟11 代金十間内 偲;沓ツ主役三三十Ji.銭

ー筏張関rlJ二尺三十j制服J:ljf 代金三三十九円 但右側ニ付金磁円三十銭

合金壱万二千五百三十三三月八十八銭p-日jぽ

お之鴻ニ御路侠

1]13治七年三三月

Summary 

There are thr・eepl乱nting plans existing for the “Publie Gal'den" in Yokoh乱ma. 'l'he 

first plan was developed in 1872， the second one in 1873， and the last one in 1874. The 
former two have the detailed lists of plant names. Though the finished“Public Garden" 

was not made according to the two plans， they are vel'y useful in understanding the 

eoncept of the publi巴 garden(Koen) in the ear・lyyears of Meiji暢 El'a.

'l'he乱uthol'analyzed the costs， the numb針。fplants and the plant names in order to 

discern what kuowledge the persons coね巴ernedhad when they made up the plans， and 
what ideas they had on the public gardel1. The results are as follows: 

1. The pel'sons cOl1cel'l1ed had much lmowledg'e about flower garde設ing (i.e. plants 

names and hor・tieultur乱1expel'iences， such that the knowledge was something mo1'o than 

the t1'aditional lmowledge of garden maldng) 

2. Theil' conocpt of publio garden in those d乱yswas that it is the placc oonsisting of 

lawns， beds of flowerIng tl'ees and wild flow告1・inggr乱sses.

The乱bovepoints demonstrate the attitude of the Japanese who intended to transplant 

the Europe乱npublic ga1'den into Japan， thoug‘h they alrでadyhad theil' own long tradition 

of garden building. 

〔付記〕 総物名については，京都大学名菜子教授北村間郎氏， 特に側主主総物については， 京都大学名訴教授j家

本洋太郎氏，また納物:g抱lf~J二の刀法全般については京都大学教綾部助教授脱出獄尽にそれぞれ劫設やいただ

いfこ。

本稿:'E:1*1?治関学研究室中村一教授に校1mしていただいた。記して以上空会氏l乙翻意告白あらわしたい。




